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63.3 府政だより あ、あ、むら

ち せ き ず あざぎりず

地籍図(地籍調査後) 字隈図(地籍調査前)

知
っ
て
ま
す
か

f

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
土
地
と
隣
地

と
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
と
か
、
面

積
が
違

っ
て
い

た
な
ど
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

地
籍
調
査
は
、
こ
う
い

っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
土
地
を

一
筆
毎
に
測
量

し
、
皆
き
ん
の
大
切
な
財
産
を
明
確

に
し
ま
す
。

大
村
市
も
、
永
年
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍

調
査
を
臼
年
度
よ
り
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
市
全
域
を
却
年
間

で
完
了
さ
せ
る
計
画
で
、
国
お
よ
び

県
の
補
助
事
業
で
行
う
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

実
際
に
ど
う
ゅ
う
と
と
を

4
9
る
の
で
す
か
0
・

現
在
の
土
地
登
記
簿
お
よ
び
備
え

つ
け
の
地
図
は
、
土
地
の
実
熊
字
』
必

ず
し
も
正
確
に
反
映
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
土
地
を

一
筆

毎
に
測
量
を
し
て
、
そ
の
結
果
を
-記

録
し
た
地
図
(
地
籍
図
)
と
簿
冊

(地
籍
簿
)
を
作
り
、
こ
れ
を
登
記

所
に
送
付
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
登
記
簿
、

字
限
図
に
代

っ
て
登
記
事
務
が
行
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、

二
疋
の
条
件
が
整

っ
て

い

る
場
合
は
、
現
況
の
地
目
に
変
更
し

た
り
、
分
筆
、
ム
品
宰
も
申
し
出
に
よ

り
無
料
で
行
い
ま
す
。

ど
う
ゅ
う
成
果
ガ

あ
り
ま
す
か
?

境
界
紛
争
な
ど
が
無
く
な
り
、
相

続
な
ど
で
土
地
の
境
界
を
掌
握
し
て

い
な
い
人
で
も
明
確
に
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
災
害
等
に
お
い
て
地
形
が
不
明

に
な

っ
て
も
一
冗
ど
お
り
に
復
元
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
年
度
は
、
ど
之
の
地

実
施
し
ま
す
か
0
・

松
山
町

・
協
和
町
・
松
並
2
丁
目

の
町
内
で
前
h
を
実
施
し
ま
す
が
、

以
後
は
竹
松
地
区

・
西
大
村
地
区

・

大
村
地
区
と
推
進
し
て
、

凶
年
目
以

降
に
残
り
の
地
域
に
入
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「時間空

現
在
の
地
籍
は
?

現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
利
用
で
き
る

地
籍
は
、
旧
土
地
台
帳
を
引
き
継
い

だ
不
動
産
登
記
で
す
が
、
こ
れ
は
明

治
初
期
に
行
わ
れ
た
地
租
改
正
事
業

の
際
に
な
さ
れ
た
測
量
結
果
を
基
礎

と
し
て
、
各
土
地
が
記
録
さ
れ
て
い

る
た
め
、
土
地
の
面
積
等
に
正
確
さ

を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
会
大

と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
そ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
字

限
図
は
、
国
民
自
身
に
よ
る
局
地
的

な
測
量
に
よ
る
も
の
で
、
近
代
的
な

測
量
に
よ
る
も
の
と
は
い
、
え
ず
、
見

取
図
的
性
格
の
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
土
地
を
め
ぐ
る
争
い

や
、
行
政
施
策
を
計
画
し
た
り
、
実

施
し
た
り
す
る
に
当

っ
て
、
地
籍
の

不
備
、
不
正
確
が
関
係
者
の
間
で
つ

と
に
痛
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
確
な
地
籍
の
必
要
性
は
0
・

智伊知可

宅
地
・
農
地
の
区
画
整
理
、
道
路

の
敷
設
、
拡
張
、
河
川
の
改
修
な
ど
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
遂
行
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
必
ず
正
確
な
地
籍
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
特
に
正
確
な
地
図
は
欠

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
土
地
を
基
準
と
し
て
国
民

に
課
せ
ら
れ
る
各
種
の
負
担
、
あ
る

い
は
ま
た
、
土
地
を
め
ぐ

っ
て
行
わ

れ
る
取
引
な
ど
、
正
確
な
地
籍
が
な

い
た
め
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
不
測

の
損
害
を
被
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
行
政
活
動
、
経
済

活
動
を
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
適
正

か
っ
円
滑
に
進
め
て
い
く
上
で
不
可

欠
な
の
が
地
籍
調
査
で
す
。

- 2-

地
籍
調
査
の
緊
急
性
は
?

従
来
は
、
各
土
地
の
境
界
に
つ

い

て
も
相
互
に
承
認
し
合
い
、
境
界
を

示
す
自
然
物
や
約
束
ご
と
に
つ
い
て

も
周
知
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

地
価
の
高
騰
、
人
口
の
都
市
集
中
に

伴
う
過
密
・
過
疎
等
の
社
会
経
済
上

の
変
動
、
大
規
模
な
土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
を
伴
、
フ
事
業
の
実
施
等
に

よ
り
、
従
来
の
地
域
社
会
も
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

土
地
の
境
界
と
し
て
相
互
に
承
認
さ

れ
て
き
た
自
然
物
等
が
こ
わ
さ
れ
た

り
、
地
域
の
境
界
に
関
す
る
認
知
者

で
あ
る
老
人
の
死
亡
な
ど
、
時
の
経
過

で
記
憶
が
失
わ
れ
て
き
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
す
と
、
正
し
い
境
界
を
測

量
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
立甲
山
味
に
お
い
て
も
、
地
籍
調

査
を
早
急
に
行
、
フ
必
要
が
あ
り
ま
す
。



63.3 市政だより おおむち

国
自
決
姉
W
2支
え
否
市
民

市
政
功
労
者
M
人

を

表

彰

|

市
制
施
行
総
周
年
記
念
行
事
|

昭
和
打
年
2
月
日
日
に
市
制
を
施

行
し
て
、
今
年
で
必
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

そ
の
、
市
制
施
行
必
周
年
記
念
式

典
が
2
月
刊
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ、

市
政
発
展
に
功
労
さ
れ
た
凶
人
の
皆

さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
皆
き
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
(
敬
称
略
)

蓮

本

末

男

本

町

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
永
き

に
わ
た
り
、
公
平
業
務
に
尽
く
き

れ
ま
し
た
。

福

井

昭

俊

乾

馬

場

町

表彰を受けられた皆さん

立
田

護
鬼
橋
町

山

口

栄

岩

松

町

消
防
分
団
長
と
し
て
、
消
防
防
災

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

吉

田

正

美

大

川
田
町

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農
業

発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐

藤

達

夫

政

島

1
丁
目

料
理
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
県
副

支
部
長
・
大
村
支
部
長
と
し
て
、

業
界
の
組
織
・
環
境
・
食
品
衛
生

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

森

忠

夫

東

本

町

経
μ
昆
担
増
寸
員
と
し
て
、
経
営
改
善

普
及
事
業
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

山

口

隆

男

三

城

町

商
工
業
組
織
・
振
興
・
勤
労
青
少

年
育
成
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

倉

石

典

武

部

町

教
育
資
金
と
し
て
、
多
額
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

圏

光

秀

雄

原

口

町

福
祉
基
金
と
し
て
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎

友
成

松
原
本
町

赤

木

清

子

皆

同

町

社
会
福
祉
事
業
に
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

寿

々

木

松

子

原

口

町

社
会
福
祉
施
設
、共
同
募
金
な
ら
び

に
桜
が
原
中
学
校
開
校
に
あ

た
り

多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

中

里

利

彰

古

賀

島

町

桜
が
原
中
学
校
の
教
育
環
境
充
実

の
た
め
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

狩
松
東
郵
趣
区

コZ
2
2
テ
ィ
包
ン
タ
1
a
m威

竹
松
東
部
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
(
通
称
・
小
路
口
公
民
館
)

が
完
成
、

2
月
7
日
、
落
成
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
公
民
館
の
老

朽
化
と
新
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
事

業
費
は
1
5
0
0
万
円
。
地
元
負
担

の
ほ
か
市
・

県
の
補
助
に
よ
り
建
て

ら
れ
た
近
代
的
な
建
物
で
す
。

小
路
口
町
地
区
は
、
以
前
よ
り
一公

民
館
活
動
が
活
発
で
、
同
セ
ン
タ
ー

建
設
に
よ
り
、
三
世
代
交
流
の
場
と

し
て
ま
た
、
婦
人
会
、
郷
土
芸
能
保

存
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
ま
す
。

3 



63.3 市政だより おおむら

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

園
民
年
金
写
重
一
コ
ジ
テ
ス
ト

入

賞

者

発

表

第
一
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
慎
一

・
三
岳
敏
雄
(
以
上
大
村

ト
に
多
数
の
ご
応
募
大
変
あ
り
が
と
市
)
佐
藤
定
義
(
吉
井
町
)

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
作
品
計
点

佳
作

井
上
節
代

・
江
口
照
年
・

(
犯
人
)
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
児
玉
久
子

・
角
崎
智
子
・
俵
勝

次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

彦

・

久

富

誠

・
福
田
保

・
松
森

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な

お

、

入

慎

一
・
山
口
ス
ミ
子
(
以
上
大

選
作
品
は
、
年
金
制
度
広
報
等
P
R

村
市
)
吉
田
広
次
(
佐
世
保
市
)

の
た
め
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
入
賞
作
品
展

3
月
日
日
ま
で

推
蔦

(
市
長
賞
)
野
中
吉
二
長
崎
市
)
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

特
選
(
議
長
賞
)
角
崎
正
晴
(
大
村
市
)

特
別
賞

(
県
国
民
年
金
課
長
賞
)

平
野
精
一
郎
(
大
村
市
)

入
選

北
村
平

・
久
井
恒
治
・
松
森

野中吉ーさんの作田(カラー)

「楽しい我が家は三世代」

角崎正晴さんの作昂(白黒)

「おばあちゃん元気だ、ね」

企推薦

V特選

平野精一郎さんの作昂(カラー)砂

「拍手ガ」二手J

特別賞

4 -

震

被

保

険

者

証

期

退
職
被
保
険
者
証

4
月
4
l

白
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証

は
3
月
担
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
4
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
(
黄
色
)
・
退
職
被
保
険
者
証
(
青

色
)
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
お
よ
び
退
職

被
保
険
者
証
は
3
月
下
旬
に
発
送
の

予
定
で
す
。
も
し
、
4
月
に
な

っ
て

も
届
か
な
い
人
は
、
保
険
年
金
課
保

険
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
証
の
氏
名
は
カ
タ
カ
ナ

で
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ご
面
倒
で

す
が
、
カ
タ
カ
ナ
の
下
に
漢
字
で

記
入
し
て
か
ら
、
病
院
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
や
市
外
に
転
出
し
た
人
で
、

被
保
険
者
証
の
ま
っ
消
届
を
し
て

い
な
い
人
は
、
早
く
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
、
健
康
保
険
な
ど
が
切
れ

た
証
明
書
を
持
参
し
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
退
職
者
医
療
の

該
当
者
は
必
ず
年
金
証
書
も
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

①
国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
診
療
を
受
け
ら
れ
た
費
用
の
支

払
い
に
充
て
る
た
め
の
重
要
な
財

源
で
す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、

早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

お
書
さ
ま
書
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

転
居
や
入
居
の
ご
連
絡
、
故
障
や

料
金
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
当
社
営
業

所
へ

ご
用
の
と
き
は
、
お
名
前
、
ご

住
所
と
と
も
に

「電
気
ご
使
用
量
の

お
知
ら
せ
」
票
や

「電
気
料
金
領
収

証
」
に
記
入
し
て
あ
る
「
お
客
さ
ま

番
号
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
処
理
が
早
く
で
き
ま
す
。

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

宮
(匂

2
1
7
1
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大
上
戸
川
べ
り
を
整
備
す
る
桜
街

道
「
こ
い
の
里
」
づ
く
り
を
、

2
月

日
日
着
工
し
ま
し
た
。

「
こ
い
の
里
」
づ
く
り
は
、
大
上
戸

底
書
票
当

ー
申
請
は
お
済
み
で
す
か
っ
・

市
政
だ
よ
り
2
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
、

児
童
手
当
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
本
年
4
月
1
日
か

ら
は
、

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を

含
む
凶
才
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
人
で
、
収
入
が
二
疋

の
額
未
満
の
場
合
に
、
2
番
目
の
児

童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

4
月
1
日

に
新
し
く
対
象
と
な
る
人
は
3
月
末

固
ま
で
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
ま
だ
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
な
る

べ
く
早
く
市
役
所
(
公
務
員
の
人
は

勤
務
先
)
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
の
翌
月
か
ら
認
定

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
記
録
係

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

主
ぬ
姉
判
明
、
曲
砲
事
お
お
国
自
ω

コ
ー
ナ
ー
を
設
置

土
の
資
料
と
し
て
保
存
い
た
し
ま
す

の
で
、
図
書
館
に
二
部
ご
寄
贈
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

就
学
援
助
費
制
度

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難

な
義
務
教
育
の
児
童
お
よ
び
生
徒
に

対
し
て
、
そ
の
事
情
が
よ
く
な
る
ま

で
の
問
、
就
学
に
必
要
な
学
用
品
や

給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
認
定
の
基
準
が

あ
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
認

定
し
ま
す
が
、
援
助
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
各
地
区
民
生
(
児
童
)
委
員

ま
た
は
各
学
校
、
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
、
皆
き
ん
が
出
版
さ

れ
た
図
書
を
収
集
し
、
「
大
村
で
出

版
さ
れ
た
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
し
た
。
随
筆

・
詩
集

・
句
集

・
歌

集

・
法
話
集

・
郷
土
史
の
本
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

@
晩
祷
(
永
松
白
葉
子
)

O
帰
心

(
本
郷
万
朗
)

O
留
守
番
(
勝
肇
育

章
}

O
大
村
陸
軍

(
村
井
敏
郎
)

O

木
樺
の
花
(
佐
藤
文
治
)

O
大
銀
杏

(
渡
々
丹
々
川
)

O
吾
人
生
観
(
中

島
健
吾
)
O
本
経
寺
(
河
野
忠
博
ほ

か
)

O
閑
居
懐
書
(
成
瀬
勝
)

O
真

清
水
(
小
佐
々
梨
村
)
O
法
雨
抄
子

(
佐
古
亮
尊
O
同
人
誌
世
留
帆

※
市
民
の
皆
様
で
、
自
費
出
版
な
ど

で
図
書
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
ら
、
郷

昭
和
位
年
八
刀
の
贈
与
税

申
告
は
お
忘
れ
な
く
，
・

1
3月
刊
日
ま
で
j

贈
与
税
の
か
か
る
財
産

・
個
人
か
ら
贈
与
を
受
け
た
現
金
、

預
貯
金
、
有
価
証
券
、
土
地
、
家
屋

・

事
業
用
財
産
、
貴
金
属
、
宝
石
、
美

術
品
な
ど
経
済
的
価
値
の
あ
る
も
の

0

・
自
分
以
外
の
人
が
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
生
命
保
険
金
を
受
け
取

っ

た
と
き
な
ど
。

-
個
人
か
ら
著
し
く
低
い
価
額
で
財

産
を
譲
り
受
け
た
場
合
や
債
務
を
免

除
し
て
も
ら

っ
た
り
肩
代
わ
り
し
て

も
ら

っ
た
場
合
な
ど
。

-
親
子
や
夫
婦
な
ど
特
別
な
関
係
に

あ
る
人
と
の
聞
の
金
銭
の
貸
借
に
は
、

そ
の
返
済
に
つ
い
て

「あ
る
時
払
い

の
催
促
な
し
」
と
か
「
出
世
払
い
」

の
よ
、
つ
な
も
の
。

贈与税の計算
/贈与を受けだ 基礎控除L
i財産の価格 60万円 )x税率二贈与税

|贈与税の計算例 l
(例〉 贈与額100万円の場合

(100万円-60万円)x 10% = 40 ，000同
(基礎控除税率贈与税〉

※税率は、10%""75%まで、墓礎控除後

の課税価格に応じて高くなります。

詳しくは諌早税務署 (fi③1370)へ

ご協力ください)(工事中ご迷惑をおかけしますが、ゆめづくりきれいな町の※下水道- 5 -
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子
供
に
つ
い
て

の
相
談
を
聞
く
立

場
で
思
う
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
親
が

心
配
や
不
安
と
思

う
の
は
、
親
自
身

の
子
供
の
と
き
と

比
較
し
て
違
っ
て

い
る
と
思

っ
た
と

き
に
多
い
こ
と
で

f

J

す
。
も
う
一
つ
は
、

v

川

a
a
e

心
配
し
な
く
て
も

avv
同

い
い

こ
と
を
心
配

・
・
同
一
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う

J
-一'
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
「
乱
暴
で
因

り
ま
す
L

と
い
う
の
は
母
親
が
昔
、

••• 

t
t
お
と
な
し
い

子
供

↑

・

圃

で
あ
っ
た
場
合
に

園
周

一

一
ぼ
限
ら
れ
ま
す
。

s

r
i
l
L
-1
「忘
れ
物
ば
か
り

し
ま
す
」
と
い
う
の
は
母
親
が
き
ち

ょ
う
め
ん
で
気
が
小
さ
く
、
忘
れ
物

i
i
を
す
る
よ
う
な
の
ん
き
さ
が
な
か
っ

J
l

'
圃

た
場
合
で
す
。
子
供
が
自
分
の
子
供

一回

国

圃

時
代
と
同
じ
と
き
に
は
、
ま
ず
心
配

・1
H
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
自

ー

一一

分
の
こ
と
を
肯
定
的
に
考
え
や
す
い

の
で
す
。

子
供
は
夫
婦
の
聞
に
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
父
親
に
似
て
い
る
こ
と
も
あ

れ
ば
母
親
に
似
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
親
か
ら
素
材
を
受
け
つ
い
で

い
る
の
で
、
親
に
少
し
も
認
め
ら
れ

な
い
特
徴
が
、
子
供
の
中
に
濃
く
認

-
同

族家し新

で予揚実

め
ら
れ
る
こ
と
は

き
わ
め
て
ま
れ
な

こ
と
で
す
。
両
親

と
も
体
操
が
上
手

で
あ

っ
た
と
き
に

は
子
供
も
鉄
棒
や

飛
び
箱
が
巧
み
で
、

か
け
る
の
も
速
い

こ
と
が
多
い
も
の

で
す
。
音
楽
や
工

作
に
つ

い
て
も
ほ

ぼ
同
じ
こ
と
が
い

え
ま
す
。
単
に
素
質
が
伝
わ
る
と
い

う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
が
好

き
で
あ
っ
た
り
得
意
で
あ
っ
た
こ
と

に
は
子
供
が
接
触
す
る
機
会
も
多
い

の
で
す
。

カt

，む

否

懸
命
で
し
た
。
父
親
は
ど
う
か
と
い

う
と
黙

っ
て
苦
笑
し
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
父
親
に
は
子
供
の
と

き
、
夜
尿
癖
が
あ
っ
た
の
で
す
。

自
分
の
子
供
の
こ
ろ
だ
け
を
基
準

に
し
て
焦

っ
た
し

，
圃
困
圃

つ
け
を
し
な
い
で

・4
4

ほ
し
い
の
で
す
。

夜
尿
も
そ
、
つ
で
す

が
、
壁
や
本
に
落
書
き
を
す
る
、
き
ょ

う
だ
い
げ
ん
か
を
す
る
、
い
た
ず
ら

ば
か
り
す
る
、
な
ど
親
を
困
ら
せ
る

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

確
か

に
困
る
こ
と
で
す
が
、
夜
尿
も
落
書

き
も
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
が
た
て
ば
必
ず
し
な

く
な
る
も
の
で
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る

気
持
ち
で
子
供
を
見
守

っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

東
京
都
立
大
学
教
授

・
山
理
学

詫

摩

武

イ愛

i
iJ 

〈

〆

r

'

酉E

す

二
人
の
親
の
子
供
時
代
の
様
子
が

著
し
く
相
違
す
る
と
、
問
題
が
生
じ

て
き
ま
す
。

「も
っ
と
活
発
な
子
供

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
元
気
の
い
い

母
親
が
お
と
な
し
い
子
供
を
運
べ
て

相
談
に
き
た
と
き
に
、
父
親
の
様
子

を
尋
ね
て
み
る
と
、
静
か
で
穏
や
か

な
人
柄
で
、
子
供
の
と
き
も
そ
う
だ

つ
た
と

い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

小
学
校
2
年
の
男
の
子
が
夜
尿
癖
が

あ
っ
て
、
母
親
は
そ
の
治
療
に

一
生

- 6 -

⑫ 大村サイクル愛好会

グ
健
康
で
H
a
《
隼
M
w
g
⑤

旺
門
か
ら
出
血
す
る
の
は
、
自
分

の
体
の
み
え
な
い
部
分
で
何
か
が
お

こ
っ
f
L

い
る
赤
信
号
で
す
か
ら
、
ど

吊
こ
か
ら
出
血
し
て
い
る
か
を
確
か
め

ぞ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

直
腸
ガ
ン
は
胃
ガ
ン
に
つ

い
で
多

戸
い
腸
の
病
気
で
す
。
し
か
も
比
較
的

、
若
い
人
に
も
で
き
る
特
徴
が
あ
り
、

若
い
と
い

っ
て
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

病
気
が
進
む
と
、
ガ
ン
は
大
き
く
な

り
、
便
秘
や
下
痢

・
残
便
感

・
腹
痛

な
ど
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
貧
血
に
な

っ
た
り
肝
臓
に
転
移
し
た
り
し
て
か

ら
で
は
遅
す
、
ぎ
ま
す
。
病
気
の
初
期

'
に
は
、
粘
液
便
や
粘
血
便
(
粘
液
と

一
血
が
混

っ
て
い

る
)

・
血
便
な
ど
で

気
づ
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ト

イ
レ
な
ど
で
は
、
す
ぐ
に
便
を
流
さ

な
い
で
、
時
に
は
便
の
状
態
を
み
る

こ
と
が
大
切
で
、
真
黒
い
便
は
胃
や

十
二
指
腸
か
ら
、
赤
い
血
の
つ
い
た

便
は
直
腸
か
ら
出
血
す
る
の
が
多
い

の
で
す
。

直
腸
が
ん
と
似
た
症
状
を
お
こ
す

吋
病
気
に
ポ
リ
l
ブ
か
あ
り
ま
す
。
ポ

叩
リ
l
ブ
は
イ
ボ
状
に
突
出
し
た
で
き

、
も
の
の
こ
と
で
、
旺
門
に
近
い
直
腸

ι

と
そ
の
奥
の
S
状
結
腸
に
よ
く
で
き

ま
す
。
表
面
は
も
ろ
く
、
出
血
し
や

す
く
、
粘
液
な
ど
を
ふ
く
ん
で
い
ま

引
回

〈

⑭

h
s
p
kジ
足
D
h
u
b
J
M

事

b
@
a
M
HH
μ
いE
m

フ
?

ジ
ョ
ン
と
し
ゃ
し
ん

.

.
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私
の
た
か
ら
物
は
、
今

一
闇

J
司
¥ゾ品闘
L
Y
E
-園
以

惨

四

回

か
っ
て
い
る
犬
と
し
ゃ
し
幽
圃
園
眼
目、

L
量
圃
圃
浅
川
闘
圃
圃

泌

姐
島
町
.
，

ん
で
す
。
名
前
は
「
ジ
ヨ
幽
園
開
阪

誼

咽

翻

頭

開

「

聞

'

也

ン」

と
い
う
、
へ

ん
な
名
前
で
す
が
、
ょ
う
と
け
っ
し
ん
し
ま
し
た
。

Mh

J
J

頭
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
ョ
ン
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
し

ぶ

・

』

私
に
は
、
弟
が

い
ま
せ
ん
。
だ
か
や
し
ん
は
一
生
の
た
か
ら
物
で
す

O

F

ら
ジ
ョ
ン
を
弟
の
よ
う
に
か
わ
い
が

「ジ

ョ
ン
が
大
好
き
F
・」
い
つ
ま
で

μ

っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
大
好
き
な
ジ
も
な
か
よ
し
で
い
よ
う
ネ
。

ぬ

当
ク
ラ
ブ
は
サ
イ
ク
ル
愛
好
者
の

ョ
ン
と
し
ゃ
し
ん
を
た
か
ら
物
に
し

必
集
り
で
昨
年
日
月
に
結
成
さ
れ
毎
月

淀川
)

P

ソ

J

一
:
日
記
ふ
ん
旬
、
採
川
、
ソ
パ
弘
行
日
去
っ

3
3
K
4門
誌

2
度
、
風
を
切
っ
て
き

っ
そ
う
と
ツ

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
B
E
t

g
》

ノ紋

l
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
川
町
人

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・

州

(
男
女
川
口
j
位
歳
)
の
会
で
す
。
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.
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.
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園

り

い

以

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
あ
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自

購

沖

乱

以
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司

、
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気

も

つ

ん

以

1
週
間
の
仕
事
を
終
え
、
ふ
っ
と

・
・
・
・
・
・
・
圃
・
司
J

F

元

ら

育

さ

・
・
・
・
司
ョ
ヨ

S
A吋4
4
F

日

か

に

子

泌

自
転
車
で
の
ん
び
り
走
っ
て
み
る

0

・
・
・
・
J
7

d
y

J
「

自

れ

子

虐

行川

で
き
る
だ
け
の
ん
び
り
と
/

・
・
・
同

一
e
ぃ

g
h
t

。

こ

の

な

誌

の
ん
び
り
走
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
空

-
E
FK
4ぃ、
一

す

。

女

3

L

-----E・
E

・-F戸

ま

す

い

但

お

気
は
大
き
く
流
れ
、
時
聞
が
ゆ
っ
く

----------Fl

い

ま

し

一

お

り
と
過
ぎ
て
ゆ
く
、
忘
れ
て
い
た
四

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

《シ

・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・

弟

て

ゃ

あ

対

季
の
装
い
に
、
そ
の
つ
ど
出
合
い
心

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と

し

、
ま

況

が
な
ご
む
ツ
ー
リ
ン
グ
は
そ
ん
な

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

兄

冨

る

い

治

の
ん
び
り
派
の
世
界
で
す
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

姉

通

あ

患

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

;

に

の

と

い
ω

あ
な
た
も
ツ
ー
リ
ン
グ
で
い
い
汗

・
・
・
・
圃
・
・
・
・
園
田
・
・
・

殺

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
/

m
L
M一作
jfγ

pbvMプ河川可万六、
一↑、明ーベグ広川崎
i

日正

一A
V

一

♂

ゃ

H

J

;

A

「

，

，

子

r

ふ

ム

戸

、

J

r

…

1

n

一
】
寸

一一一

A
Y

、、
ー、/¥も‘、
1

4

4

之、戸
J

、、/今
F

1

J

、一、一

と
円
、

i;

、，!;一
‘
，、
p

d

守

札

唱

J

希 ちゃん (田下町)

860. 3.オ生まれ

介、ソル登場

ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や

ロ
ー

ド
レ
ー
ス
な
ど
に
参
加
し
て
良
い
成

績
を
残
し
て
い
る
会
員
も
い
ま
す
。

海
外
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
来

た
会
員
も
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
足

が
わ
り
の
自
転
車
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ

に
レ
ジ
ャ
ー
に
自
転
車
を
も
っ
と
も

っ
と
楽
し
ん
で
み
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
が
出

来
る
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
事
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
、
皆
き
ん
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

大
村
サ
イ
ク
ル
愛
好
会
事

務
局
企
@
6
6
1
3

むら

村

アイ

礼

士
ロ

す
の
で
、
硬
い
便
な
ど
で
こ
す
れ
て

出
血
し
、

便
に
つ
い
て
で
て
き
ま
す

し
、
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
か
ら
怖
い

の
で
す
。
切
除
す
る
の
に
開
腹
術
な

ど
の
難
し
い
手
術
は
要
り
ま
せ
ん
。

カ
メ
ラ
を
通
し
た
ワ
イ
ヤ
で
電
気
に

よ
り
焼
き
切
る
だ
け
で
す
。
切
る
と

き
に
は
痛
み
は
全
く
無
く
、
切
っ
た

こ
と
が
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
で
す
。

排
便
時
に
出
血
す
る
の
に
、
誰
も

が
ご
存
じ
の
病
気
で
、
痔
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
奥
に
ガ
ン
が
で
き
て
い
る
例
が
意

外
に
多
い
の
で
す
。
治
療
を
し
て
い

て
も
一
向
に
治
ら
な
い
と
か
、
ど
う

も
お
か
し
い
と
か
思

っ
た
場
合
は
、

一
度
専
門
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ガ
ン
の
か
芽
U

は
早
い
う
ち
に
摘

み
取
る
べ
き
で
す
。

下
半
身
の
受
診

は
そ
れ
だ
け
で
お

っ
く
う
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
下
腹
部
に
不
快
感
が
あ

る
と
き
に
は
、
早
期
発
見
の
為
、
す

す
ん
で
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

市
立
病
院
内
科
医
長

タウンガイド諌早
24・5000

郷土の催し物、四季折々(つつじ・し

よう13'¥.コスモス・キャンプ場など〉 に

関することや、 ビジネスホテルなど、こ

れらの日程、開花状況、 道JI慣、交通機関

などを案内します。

営業時間 午前9時~午後8時30分(年中無休〉

(fJJ!lJJ~[bãìJ~タ~~~~
0957・26・55113月のテーマ

月 腎 炎

火 ヘル二戸(脱腸)について

水 就学児の健康について

木 近視

金 老人ボケ

土-日 不妊症

その③
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63.3 市政だよりあ、あ、む5

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
(
本
俸
)
と
扶

養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な

ど
の
手
当
が
含
ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
条

例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
仕
事
の

種
類
に
よ
り
行
政
職
、
教
育
職
、
医

療
職
付
、
口
、
白
の
五
種
類
が
あ
り

ま
す
)
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
と
、
大
別
し
て
定
期
昇

給
と
給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定

期
昇
給
は
、

1
年
間
良
好
な
成
讃
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給
上

位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、
一
般
的
に
労
使
交

渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間
給
与

と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合
は
、
給

与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機
関
で
あ
る

人
事
院
が
毎
年
4
月
1
日
現
在
で
の

民
間
給
与
と
の
対
比
を
し
て
、
差
が

あ
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
人
事
院
勧

告
を
尊
重
し
て
実
施
さ
れ
る
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料

の
引
き
上
げ
を
行
、
つ
わ
け
で
す
が、

こ
れ
を
給
与
改
定
と
い

っ
て
い
ま
す
。

ハ
什
4
4

丸

人件費率 ( ~
% 

22.0 

人件費 (8)

千円

3，510，587 

歳出額(A)

千円

15.929.050 

人件費の状況 (普通会計決算)

住民基本台帳人口

昭和 62年 3月 31日現在

69，854人

(マ)

分区

昭和 61年度

職員給与の状況 (普通会計予算)

l人当り !B¥ 

給与費 ¥A/

千円 | 千円

B 

与費

期末勤勉手当 | 計

千円

706.287 

一
円

当
一
千

5

d
二
一

nu

一

円

U

手

一

7

員
一
泊

職

一

給
一一一一一一一γ一
料

千円

1，691，217 

車合
職員数 A分区

人5 5 2 昭和 62年度

(2) 

職員の初任給の状況
(昭和62年 4月1日現在)

(4) 職員の平均給料月額及び平向年齢の
状況 (昭和62年 4月 1日現在)

(3) 

骨量 行 政 職
区 分

初任給
採用 2年経過日

給料 月 害買

大 ザ.>->-4ー 卒
円 同

121，600 135，300 

円 円

高 校 卒 101，000 107，700 
Lーーー一

職

均年

38.4 

政

平

行

平 均給 料月額

円

般

245，800 

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験 年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

円 p:j 円

大学卒 196.300 243，500 291，600 

一般行政職
円 円 同

高校卒 156.200 196，300 243，500 

8 -
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63.3 市政だより おあ、む6

表

の

言党

明

画
表
川
、
表
仰
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
財
政
的
な
面
か
ら
職

員
の
給
与
を
み
た
も
の
で
、
日
年
度

決
算
で
の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件

費
が
歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た

も
の
が
表
川
で
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主
負

担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表

ωは
、
川
町
年
度
予
算
か
ら
み
た

職
員
1
八
当
り
に
要
す
る
経
費
を
み

た
も
の
で
す
。

圃
表
川
wi
表
聞
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
表
は
、
職
員
の
平
均
給

料
と
初
任
給
の
状
況
を
示
し
た
も
の

で
、
市
に
は
幼
稚
園
の
教
員
、
病
院

の
医
師
、
看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
一
番
多
く
の
職

員
が
受
け
て
い
る
一
般
行
政
職
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
問
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後
す

ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年
数
別

の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の
で
す
。

圃

表
制
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
一
般
行
政
職
の
職
員

を
給
料
表
上
の
級
別
に
み
た
も
の
で

す。
級
別
区
分
は
、
部
長
は
八
級
、
課

長
は
八

1
七
級
、
課
長
補
佐
は
六
級
、

係
長
、
主
査
は
六
j
五
級
、
吏
員
は

四
i
二
級
、
一
般
の
事
務
員
、
技
術

員
は
二

l
一
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圃
表
聞
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、

一
般
に
ボ
|

ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
給

料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を
乗
じ

た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
月

額
に
一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は
勤
続
年

数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
一
部
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

画
表
側
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
市
長
な
ど
三
役
の
給

料
及
び
市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
市
議
会

に
よ
り
決
定
さ
れ
、
昭
和
白
年
1
月

1
日
か
ら
改
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【注】

表

ω、
刷
、
問
、
附
は
昭
和

臼
年
度
の
給
与
実
態
調
査
に

よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

行政職の等級別職員数の状況 (昭和62年 4月 1日現在)

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 5十
人 人 人 人 人 /、 人 人 人

職 貝 数 21 24 144 47 113 80 18 14 461 

% % % % % % % % % 

構 成 上七 4.6 5.2 3l. 2 10.2 24.5 17.4 3.9 3.0 100.0 

(6) 

職員手当の状況

期末 ・ 勤勉手当 退 職 手 当

(62年度支給率) (63年度支給率)

自己の都合による退職 定年による退職

期末手当 勤勉手当 最高限度額 60月分 63.525月分

6月期 l.4月分 0.5月分 勤続10年 7.5月分 16.5月分

12月期 l.9月分 0.6月分 勤続20年 21月分 34.65月分

3月期 0.5月分 勤続30年 41.25月分 54.45月分

言十 3.8月分 1.1月分 勤続40年 55月分 63.525月分
'--

(ア)

特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 役 ヰ又 入 役 議 長 副 議 長 言義 員

円 円 円 fIJ 円 円

報 画用 等 670，000 553，000 489，000 350，000 292，000 280，000 

期 末 手 当
(62年度支給割合)

6月期l.4月分 12月期 l.9月分 3月期 0.5月 分 計 3.8月分|

- 9 -
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い
つ
ま
で
も
忘
れ
怠
い
で
/
(
%

旭
ガ

E
小
学
校
)

掴
ガ
E
小
学
匝
と
久
原
・
貴
重
学
匝
の
室
生
徒
回
、
年
聞
を

通
じ
て
の
空
高
室
を
行
っ
て
い
ま
す
万
、
フ
月

3
白
、
お
別

n車
会

(
Eま
き
空
耳
祭
主
〉
ガ
行
わ
れ
ま
レ
E
e

「

1
茸
閣
の
思
い
出
を
忘
れ
怠
い
で
」
と
の
商
綾
田
代
表
あ

い
さ
つ
由
あ
と
、
お
画
コ
ン
テ
ス
ト
や
豆
ま
き
刀
あ
り、

俸

4

司育
園
同
地
町
声
と
鍋
買
で
書
さ
を
忘
れ
ま
し

E
.

企 中国の精神科医 ・市畏表叡島問( ~ 市役所)

中国の精初制医、王桂静さんガ、 2月5目、

市役所在翫問」

4月末まで県立大円病院で医療医術の研修を

畳けられま君。

王さん孟「中国で治えている精神病こつい

て、県立大村局院の医師とー眉lこ研究しEいJ
と話していましE。

宮⑮9658(慈恵荘内、いつでも受け付けますJ

包I3 暢' 
労をねぎらい針供養 (ろ4 申旭区公民館)

中地区公民館の相輯ヲループ15人は、 2月4
包酎供聾を行いましe.
相輯広島師の朝野宮置先生の南事でE週

曜日開方れて担り、 T人ガ使っている酎I<IAO-
泊~.花と廼を添え、 E回巳折口E針やさびE
針容と1∞本をJI>IJし、 酎の労をねぎらいましe.
v 

ヲ

かわいいねー / ( ~ .ふるまち保育園).
bるまち陣育園(0-2麗児朗人〉で匹、

圃の劃立T郎事'"を配怠して謂遊戯会ガ行われ
ましe.
肝年夏から踊習し疋古里や劇忽どじょうす

にできまし定自.
まE、担じいちゃん芝ちの飛び入りの踊り

忽どもあり、高しいひとときを過ごしましだ。

一足早い容の筋れ(れ 大村子側コ窮まか)

円州電刀聞大何宮東南は、J¥-Jしl、イム甲子

棋の軍思ど5福祉施股と市役所ヘ、ドイツスズ

ランを寄種。
足早い曹の肪れに、思わずニッコ1).....

J( 

※ボケ老人介穫相般電話室

1) 



川
公
所
生
定
募
集
し
て
い
ま
…す
ぺ一い

γ

一~

J
県
一身
体
障
害
者
更
生
指
導
所

j
醐

手

・
足
・
体
幹
な
ど
に
障
害
の
あ

f
E
醐
る
人
に
つ
い
て
、
そ
の
障
害
に
適
応

圏
開
園
し
た
職
能
指
導
お
よ
び
必
要
な
機
能

回
復
訓
練
を
行
い
自
立
更
生
を
図
り

ま
す
。

訓
練
指
導
種
目

①
職
能
訓
練

印
刷
利

・
洋
裁
科
f

和
裁
科

・

編
物
科

・
自
動
車
訓
練
科

⑦
機
能
回
復
訓
練

募
集
定
員

入
所
初
人
・
通
所
加
入

申
込
期
限

3
月
日
日
樹

応
募
資
格

満
日
歳
(
自
動
車
訓
練

科
は
日
歳
)
以
上
の
人
で
あ
っ
て
介

原
爆
被
爆
者
の
皆
さ
ん
へ

現

aaaaの
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

被
爆
者
ま
た
は
被
爆
者
と
生
計
を

同
じ
く
す
る
子
供
が
就
職
す
る
場
合

就
職
支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

被
爆
者
の
属
す
る
世
帯
が
低

所
得
(
市
民
税
が
2
0
0
0
円
以

下
)
の
世
帯
で
公
共
職
業
安
定
所

を
通
じ
て
就
職
す
る
人
。
た
だ
し
、

す
で
に
受
領
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
除
き
ま
す
。

支
度
金
額

被
爆
者
本
人

63.3 市政だより おおむち

4
万
円

護
を
必
要
と
し
な
い
障
害
者

申
し
込
み

福
祉
課
福
祉
係

被
爆
者
の
子
供

2
万
円

申
込
方
法

3
月
刊
日
嗣
ま
で
に
福

祉
課
へ
申
請
書
(
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
c

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
係

小

・
中
学
校
入
学
遺
児
に

祝
金
を
差
し
上
げ
ま
す

対
象
と
な
る
児
童

O
父
ま
た
は
母
の

い
な
い
児
童

O
父
母
が
い
な
く
て
、
父
母
以
外

の
人
に
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
市
内
に
引
き
続

き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、
小

学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

3
月
凶
日
嗣
1
白
日
同

申
請
に
必
要
な
も
の

住
民
票
謄
本
、
預
金
通
帳

(
保
護

者
名
儀
の
も
の
。
郵
便
局
を
除
く
)

印
鑑
ほ
か

祝
金
の
額

3
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
係
(
内
線
2
2
6
)

第
却
固み

ん
な
の
健
康
教
室

テ
ー
マ

耳
と
め
ま
い

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
医
長
藤
原
久
郎
先
生

日
時

3
月
3
日
同

午
後
1
時
1
2
時
却
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

対
象
者

O
被
爆
者

健
康
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人

O
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持
っ
て
い

る
人

診
断
受
付
時
間

午
前
日
時
1
1
時

午
後
1
時
1
2
時

加
分

問
い
合
わ
せ

大
村

保
健
所
ま
た
は
市

福
祉
課
社
会
係

※

今

回

の
定
期
健
康
診
断
以
外
に

年
2
回
ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康

診
断
を
国
立
長
崎
中
央
病
院
、
大

村
市
立
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

被爆者館康診必ずを

行います

松
尾

・
横
山
頭
地
区

民
生
・
児
童
委
員
が
決
り
ま

皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

宮

崎

明

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
e

東

村

1
丁

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

9

2
3

2

民
生

・
児
童
委
員
(
敬
称
略
)

表

月 日 場 所 対象 地 区

3月2日(水) 福祉センター 大村

3日(木) 市役所 大村

4日(針 福祉センター 西大村 ・萱j頼

8日(火) 市コミュニティセンター|大村 ・三浦 ・鈴田

9 日~}() 竹松出張所 竹松

10日(木) 中地区公民館

11日(斜|竹松出張所 福重・松原

程日

審
休
み
掌
童
保
育
を

行
い
ま
す

対
象

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭

の
旧
ん
土
田
一
一

期
間

3
月
お
日
幽
1
4
月
5
日

ω

日
曜
休
み

時
間

午
前
8
時
1
午
後
5
時
却
分

場

所

中

央
小
学
校
第
2
理
科
室

受
け
付
け

3
月
初
日
刊
午
前
日
時

ー
ロ
時
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

(中
央
幼
稚
園
内
)

問
い
合
わ
せ

μ
主
里
保
育
さ
く
ら
ん

ぼ
ク
ラ
ブ
宮
@
3
3
3
9

夜
間
@
2
3
7
2
(藤
川
)

合⑮4070(諏訪保育園内、月曜 日~土曜日 、午前10時~午後 5時)※子育て電話相談室1
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J
R
九
州
で
は
、
民
営
化
後
は
じ

め
て
の
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
、

3

月
日
日
か
ら
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
従
来
、
-
往

復
運
行
さ
れ
て
い
た
快
速
列
車
が
5

往
復
運
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

4

往
復
が
増
便
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
帯
を
見
ま
す
と
通
勤
・
通
学

の
時
間
帯
を
は
ず
れ
て
お
り
、
若
干

利
用
上
の
不
便
も
あ
り
ま
す
が
、
時

間
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
御
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
通
勤
・
通
学
の
列
車
の
う

ち
長
崎
方
面
へ
向
う
列
車
に
つ
い
て
、

特
急
列
車
と
の
接
続
の
関
係
で
諌
早

で
の
待
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
使

命
で
あ
る
住
民
に
愛
さ
れ
、
利
用
し

易
い
列
車
の
運
行
を
図

っ
て
い
た
だ

く
よ
、
つ
J

R
長
崎
支
庖
に
要
請
し
て

い
ま
す
。

快速列車運行時刻表

下 上

大村発 長崎着 長崎発 大村着

9 : 04 9 : 45 7 : 52 8 : 33 

10 : 01 10 : 39 9 : 21 10 : 01 

14 : 43 15 : 33 12 : 22 12 : 57 

17 : 24 18 : 05 15 : 52 16 : 33 

18 : 33 19 : 17 17 : 15 17 : 50 

o
e
G
O
 

建
設
工
事
関
係
等
の

指
名
願
を
受
け
付
け
ま
す

昭
和
臼
杢
度
に
市
が
行
、
つ
建
設
工

事
や
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
の
競
争
入
札
に
参
/
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
参
〆
加
資
格
審
査
申
請

書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

3
月
1
日

ω1紅
白
附

管
財
課
監
理
係

建
設
省
統
一
様
式
ほ
か

受
付
場
所

申
請
書
類

要

件
①
建
設
工
事

建
設
業
許
可
を
有
し
、
か
っ
経

営
事
項
の
審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要
と

な
る
資
格
を
有
す
る
人

問
い
合
わ
せ
管
財
課
監
理
係

健
康
教
育
講
演
会

期
日

3
月
凶
日
同

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
演
会

時

間

午

後

1
時
却
分
よ
り

演
題

「成
人
病
に
つ
い
て
」

講
師
近
藤
医
院
近
藤
洋
先
生

健
康
相
談
(
市
保
健
婦
)

時

間

午

後

3
時
よ
り

調
理
師

健
康
教
育
講
習
会

日
時

3
月
同
日
附

午

前

9
時
j

場

所

諌

早
文
化
会
館

受
講
資
格
調
理
師
免
許
を
持

っ
て

い
る
人

申
込
期
限

3
月
間
日
附

申
込
先

例
日
本
調
理
師
会
長
崎
県

支
部
(
干
側
長
崎
市
浜
町
2
1
9

2
長
崎
@
3
4
1
1
)

問
い
合
わ
せ
大
村
保
健
所
(
宮
@

2
1
9
3
)
 

※
申
込
書
は
大
村
保
健
所
に
あ
り

ま
す
。

度
補
助
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
・
森
園
運
動
広
場

町
一
ナ
イ
夕
日
宮
司

(ω手
3
ム
怯

膨

登

録

が

必

要

で

す
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
し
て

い
な
い
チ
i
ム
は
、
そ
の
時
の
抽
選

会
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
開
始
時
間

。
森
国
運
動
広
場

1
午
後
1
時

。
補
助
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
2
時

。
郡
中
グ
ラ
ン
ド

l
午
後
4
時

(
時
間
厳
守
)

抽
選
会
場

第
7
会
議
室

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

登
録
内
容
責
任
者
・
保
証
人
2
人

と
チ
l
ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の
為

の
銀
行
口
座

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

毎
月
5
日
ー
そ
の
月
の
凶
日
j
月

末
ま
で
の
分

毎
月
別
日
l
翌
月
の

1
日
1
日
日

ま
で
の
分

※
抽
選
日
が
土
・
日
・
祭
日
の
と

き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日
と

な
り
ま
す
。

第S田昌~官舎年窃ーム最古 a
3月128(土)"'13日(日)勤労青少年ホーム〈福祉センター)

実技発表

12日午後 2 時~8時30分

きもの着付、茶会、バンド演奏

午前10時~午後 4時

きもの着付、茶会、バンド演奏、パザ←(桜もち、パン外)

13日

震示発表

12日午後 2 時~8 時30分

138 午前10時~午後 4時

(内容)生花、書道ペン習字、アートフラワ一、

紙ねん土、パ・ソチワーク、

つ中
唱

E
A( 3 月 19 日出、午後 1 時~3 時、福祉セ ンター)※耳とニとばの相談日
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自
動
車
の
操
作
訓
練
を

行
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社
会

活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
行
い
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
肢
体

・
聴
覚
お
よ

び
内
部
障
害
者
で
、
現
在
就
労
中

の
人
ま
た
は
、

免
許
取
得
に
よ
り

就
労
が
見
込
ま
れ
る
人

た
だ
し
、
手
帳
は
1
級

1
4
級

ま
で
で
、

ω歳
未
満
の
人

予
定
人
員

向
人

申
込
期
限

3
月
四
日
出

訓
練
の
実
施
期
間

4
月
下
旬
1
6

月、

9
月
j
ロ
月
の
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
9
日
肘
午
後
1
時
却
分

場
所

市
役
所
第
7
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

連
合
婦
人
会
・
生
活
学
校

o太
極
拳
で
か
ら
だ
を
動
一

.

A

二
巴
3
亘
込

か
し
ま
し
ょ
う
コ
ー
ナ

-

-

E

-

L

U

H

M

l
(
日
時
初
分
j
)

-

圏一回

o会
員
の
学
習
活
動
の
作

O
自
分
で
血
圧
を
測

っ
て
一

一

1
1
紛

品

展

み

ま
し
ょ
う
コ
ー
ナ
ー

一

薗
明
白
羽

0
生
活
展

(
自
宅
に
血
圧
計
が
あ
一

一
・

E

3

0チ
ャ
リ
テ
ィ
l
即
売
会

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
一

個

爾

後

(衣
料

品

、

食

料

品

、

い

。

)

一

』

圃

午

一

食
器
外
)

O

食
生
活
コ
ー
ナ
ー

(栄

一

》
E

司

~

タ

一・
i
潤

シ

第

4
回

建

薬

草

民

養

ク
イ
ズ
、
標
準
仏
そ
一

E
圃

引

セ

a
E
E
H
E
n

汁
の
試
食
、
み
そ
汁
の
一

一

引

引

前

イ

j
自

分

の

か

ら

だ

を

塩

分
濃
度
測
定
)

一

沼

畑

午

テ

見

直

そ

う

j

o
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
コ
一

一
l

B

出

二

↑E
日
ユ

o
歯
の
健
康
相
談
コ
ー

ナ

ー

ナ
l

F

，
.
園
口
ミ

l

(歯
の
検
診
、
相
談
、

(
生
活
環
境
課
)

間

口

歯

み
が
き
の
仕

方

等

)

後

援

大

村

市

歯
科
医
師
…

.
‘
7

自
分
の
歯
ブ
ラ
シ
を
ご
会
、
大
村
保
健
所
、
一

持
参
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前
ま

で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
八
ム
売
を
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

教

育

講

演

会

演
題

子
ど
も
と
こ
と
ば

i
う
し
な
わ
れ
た
こ
と
ば
を
取
り

戻
す
た
め
に
は
1

講
師

広
瀬
節
夫
先
生
(
静
岡
大
学

教
授
)

日
時

3
月
刊
目
的

午

後
2
時

場
所

市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

※
今、

こ
ど
も
た
ち
の

こ
と
ば
が

空
洞
化
し
親
子
関
係
も
乾
き
き
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
心
か
ら

触
れ
今
つ
人
間
関
係
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
闘
を

変
更
し
ま
す

昭
和
日
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価

替
で
す
が
、
土
地
に
対
す
る
税
の
負

担
調
整
を
行
う
税
法
改
正
案
が
、
今

回
会
に
提
出
き
れ
る
予
定
で
す
。

従
っ
て
、
昭
和
臼
年
昨民
固
定
資
産

税
の
課
税
事
務
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
年
度

の
課
税
台
帳
縦
覧
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

4
月
日
日
間
1
4
月
初

日
出
ま
で
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

天
然
記
念
物

日

本

犬

展

覧

会

出
陳
犬
の
種
類

秋
田
犬
、
紀
州
犬
、

四
国
犬
、

柴
犬

日
時

3
月
幻
日
目

午
前
9
時

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
広
場

※
雨
天
決
行

主
催

日
本
犬
保
存
会
長
崎
支
部

問
い
合
わ
せ

寺
田
末
雄

山
本
広
美

合
(⑪

6
7
3
4

2
@
7
4
0
3
 

防
火
少
年
剣
道
大
会

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
た

め
市
内
各
地
の
少
年
剣
士
約
8
0
0

人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日
時

3
月
6
日
目
午
前
9
時

場
所

市
民
体
育
館

休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
、
史
料
館
で
は
、
図
書

・

資
料
の
整
理
、
点
検
、
カ
ー
ド
目
録

の
整
備
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

借
り
て
い
る
本
は
、

き
い
。

期
間

3
月
日
日

ωjお
日
幽

昭和63年 1月31日現在3兄

?引寸mi「円問死1引~う引l?官iう~う引r叩mfll口問げ1?引T71Ti「死1 
3」J| ; |じいμ4的ぷ9ぷ;礼|3 9J: | 5J人1いμ川14いμ4的ぷ」9JJ;1|」」人7!f ! f ! f 

28 

状生発故事通

大村 市

人傷事故

長崎県

交

お
返
し
く
だ

524 
何1キ大村 市の

物損事故

合⑫ 2161看護婦長室または庶務係)

+ 38 

※市立病院看護・准看護婦(臨時)募集中 (申し込み・問い合わせ

66 104 104 

13 -
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4ヱ2ミ2、 場 月 日 時 閏

市民会館 3月刊日間 7769.0000~2707715 5 

中地区公民館
3月12巳(土)14 : 00"'-'15 : 15 

西大村コミユ二ァィセンヲ- 19 : 0仔~20 : 15

原口公民館 1 0 : 00"'-'11 : 15 
旭ヶEコミュニァィセンヲ~3月刊日(日)115 ~ 00"'-'16 ~ 15 

θ
e
o
e
 

保
田

・
調
理
員

代
替
職
員
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
職
員
が
、

出
産
や
病
気
な
ど
で
休
ん
だ
と
き
、

臨
時
的
に
雇
用
し
ま
す
。

提
出
書
類

。
履
歴
書
1
通
(
写
真
添
付
)

O
保
母
、

調
理
買
な
ど
、

資
格
証
の

写
し

受
付
期
限

4
月
初
日
出

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
係

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

①
パ
ソ
コ
ン
入
門

期

間

:・
3
月
2
日
附
i
お
日
制

(叩
日
間
)

時

間
:・
平
日
夜
間
午
後
6
時
1
9
時

受
講
料
・・
・1
5
0
0
円

②
ト
タ
ン
板
製
品

(如
露
)
製
作

期

間
・:
3
月
6
日
制
j

m
日
制

(3
日
間
)

時

間

・:
日曜
午
前
9
時
1
午
後
5
時

受
講
料
・・・
1
0
0
0
円

③
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
溶
接
の
基
礎
知
識

(学
科
)

期

間
・:
3
月
8
日

ω1日
日
倒

(4
日
間
)

間
;
平
日
夜
間
午
後
6
時
1
9
時

土
寸

円
H
H
F

受
講
料
・・・2
0
0
0
円
(テ
キ
ス
ト
代
)

④
2
級
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
整
備
士

受
験
準
備
講
習

(
学
科
)

期
間
・
:
3
月
9
日
附
j
口
日
附

(5
日
間
)

時

間

・:
平
日
・
高
午
後
6
時
1
9
時

受
講
料
:・
1
5
0
0
同
(
テ
キ
ス
ト
代
)

定
員

①
日
人
、

②
叩
人
、③
④
加
入

申
込
期
限

い
づ
れ
も
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
2
⑫

円
ノ
]
円
く
U
円
/ん】
勺
、
υ

A
斗
A

1
EA
 

まま② 3121看護部長室)

第

5
回
大
村
・
東
彼
地
区

卓
球
選
手
権
大
会

※国立長崎中央病院看護婦(臨時)募集中 (申し 込み ・問い合わせ

日
時

3
月
幻
日
制
午
前
9
時

場
所

市
民
体
育
館

競
技
種
目

中
学
男
子

・
中
学
女
子
、

・
一
般
男
子
(
高
校
を
含
む
)

一
般
女
子
(
高
校

・
婦
人
を
含
む
)

・
ベ
テ
ラ
ン
(
満
釘
歳
以
上
)
の

各
シ
ン
グ
ル
ス
と
男
子
ダ
ブ
ル
ス

.
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

大
村

・
東
彼
地
区
に
在

住
、
在
学

・
在
勤
者

参
加
料

中
学
シ
ン
グ
ル
ス
捌
円
、

高
校
シ
ン
グ
ル
ス
側
円
、

一
般
シ

ン
グ
ル
ス
則
円
、
ダ
ブ
ル
ス
一
組

側
円

申
込
期
限

3
月
加
日
回

申
し
込
み

玖
島
2
丁
目
仰

朝
長
靖
彦

岱
⑬
6
5
3
1
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第
何
回

大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

大

会

出

場

者

日
時

4
月
M
日
制

受
付
:
・
午
前
8
時
羽
分
1
9時

ス
タ
ー
ト
:
:
午
前
9
時
制
分

集
合
場
所

市
営
陸
上
競
技
場

コ
l
ス

陸
上
競
技
場
周
辺

参
加
資
格

市
内
在
住
者

種
目

。
小
学
生
コ
ー
ス
1
2
M

(
小
学
生
男

・
女
)

。
中
学
生
男
子
コ
l
ス
1
3
同
(
中

学
男
子
、
全
女
子
)

。
健
康
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

l
5
M

(
自
由
、
完
走
記
録
証
の
み
)

w}@白a
l1Jt疹空屋のλ居者

。
競
走
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
l
m
M

(高
校
生
男
子
、

一
般
男
子
)

参
加
料

小

・
中
学
生
捌
円
、
高
校

生
訓
円
、
一
般
別
円
、
(
保
険
料

含
む
)

申
込
期
限

4
月
日
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
小

・
中
学
校
、
体

育
課
に
あ
り
ま
す
。

電
話
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
小

・
中

・
高
校
生
は
、
必
ず
新
学

年

(
4
月
か
ら
の
学
年
)
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

第
ア
回
市
長
杯
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

出
場
者
(
職
場
職
蹟
対
抗
)

期
日

4
月
3
日
同

・
叩
日
制

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
ほ
か

参
加
資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び
市

内
職
場
、
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
5
千
円
(
保
険

料
を
含
む
)

申
込
期
限

3
月
幻
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
サ

ッ
カ
ー
協
会
(
干
鰯
植
松
3

丁
目
的

包
@
6
7
8
2
柴
田
)

種別 住 宅 名 戸数 間 取り 家賃(月額・円)

古 町 8 6・4.5 4， 700 

l キ蓋 松 3 6 .4.5 5， 000 

竹 松 6 6 . 3・4.5 6，600 

F重 久 原 14 6.4.5・3(板 7，400 

久 原 第 2 4 6・6・5(板) 1 9， 200 

王ι.u王 舟 1 6・4.5 2，500 
2 

柄 松 1 6・4.5 4，300 
全毒

思R 円リ 1 6 .4.5 5，000 

受け付け 3月 4日幽-12日(土)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

サン・コーポラス(寿古)入居者
家賃 月額27，300円¥共益費2，300円
規模 3棟80戸 (3DK) 

入居できる人 ⑦勤労者で雇用保険の被保険

者②家賃の支払能力がある人③本人を舎めだ

同居家族ガ2人以上(婚約中も司〉④確実な

連平害保証人ガある人(事業主で司〉

申し込み・問い合わせ

大村公共職業安定所(宮(@2101)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
香
典
返
し
}
敬
称
略

東
大
村
小
学
校
へ

マ
和
田
正
枝
(
東
大
村
1
丁
目
)

児
童
用
図
書
印
万
円
相
当

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

マ
田
中
昇
(
松
原
本
町
)
図
書
お
よ

び
ウ
ォ

i
タ
l
ク
ー
ラ
ー
初
万
円

相
当

文
化
基
金
ヘ

マ
岡
本
夫
佐
代
(
諏
訪
2
丁
目
)

3
万
円

福
祉
基
金
ヘ

マ
城
山
勝
次
(
日
泊
町
)
金

一
封

マ
園
田

一
章
(
杭
出
津
3
丁
目
)

回
一
万
円

【
一
般
寄
付
}
敬
称
略

文
化
基
金
へ

マ
背
山
誓
山
口問
・(
東
本
町
)

5
千
円

清
和
留
一へ

マ
大
村
園
芸
高
校
生
活
科

1
植
樹
移

植
作
業
本
仕

・
雑
布
外
寄
贈

匂
マ
星
美
幼
稚
園

1
遊
戯
慰
問

・
み
か

ん
外
寄
贈

マ
日
本
た
ば
こ
産
業
側
H
H
た
ば
こ

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

マ
親
奉
会
・
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・

岩
井
勝

・
末
永
辰
夫

1
理
容
奉
仕

マ
自
衛
隊
大
村
部
勝
音
楽
勝
、
池
田

保
育
所

l
慰
問

マ
野
村
民
江
(
水
田
町
)
茶
道
奉
仕

市
営
松
並
一ゲ
i
ト
ボ

i
ル
場
へ

マ
伊
藤
製
麺
所

1
長
ベ
ン
チ

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
田
中
久
美
子
l
2
万
円

マ
川
本
五
千
男
(
西
本
町
)

5
万
円

マ
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部
1
3
万
円

マ
田
添
フ
デ
(
諏
訪
2
丁
目
)
1
万
円

マ
ω
閉
さ
ん
わ
(
東
三
城
町
)
3
万
7

4
7
3
円

マ
ホ

ッ
ト
ス
タ

ッ
フ
1
金

一
封

慈
恵
荘
へ

マ
松
本
敏
明
(
抗
出
津
2
丁
目
)

叩
万
円

マ
松
添
政
男
(
古
町
1
丁
目
)
却
万
円

マ
大
久
保
睦
子
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

ソ
i
メ
ン
ほ
か

マ
原
生
花
庖
(
古
町
)
花

マ
新
田
和
子
(
池
田
新
町
)
紙
お
む
つ

マ
松
原
母
子
会

i
タ
オ
ル
ほ
か

マ
花
満
(
徳
泉
川
内
町
)
花
束

大
村
子
供
の
家
へ

マ
鬼
橋
ゆ
り
の
会
l
5
千
円

マ
敬
神
婦
人
会

l
ま
ん
じ
ゅ
う

マ
永
糊
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
(
大
川
田
町
)

も
ち
ほ
か

マ
八
木
館
(
本
町
)
映
画
招
待

マ
赤
水
清
春
〈
本
町
)
1
万
円

大
村
。ハ
i
ル
ハ
イ
ム
ヘ

マ
松
田
正
五
(
木
場
2
丁
目
)
み
か
ん

マ
岩
崎
節
子
(
須
田
ノ
木
町
)
ヤ
ク

レ
Y

「

マ
樋
口
キ
サ
(
木
場
2
丁
目
)
み
か
ん

マ
岳
尾
忠
敏
(
木
場
1
丁
目
)
衣
類

9:30~12 : 00 ) (毎月第 3木曜 日、3月17日※ご協力ください/市役所定期巡回献血-15-
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機能訓練根気の会 福祉センタ- 13:30-15:30 

三種混合(3回目) 竹松・福重出張所 14:00-15:00

17日

(木)

1日

(火)

成人の健康相談 福祉センター

⑪⑮… 4日幽と同 じ

T歳6か月児健康診査

市コミュニテ ィセンタ一 ③ 13:00-13:30 

⑪昭和61年8月生まれ(61年3月-7月生まれで、

まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、お子きんの歯ブラシ

三種混合(3回目) 中地区公民館・松原出張所

14: 00-15: 00 

③13: 30 -15: 00 福重出張所乳幼児健康相談

13:00-15:00 18日

幽
妊婦教室(1) 

2日

肘
13: 00 -16: 00 中地区公民館

3日

休)
13:30-15:30 

4日

幽

福祉セ ンター機能訓練根気の会

13:00-15:00 成人の健康相談 福祉センター

@40歳以上 ⑮血圧測定ほか

当番医

(内)南野クリニ ック乾馬場町 宮@ 2233 

(外・内)田 崎医院古町1丁目 n@ 1234 

6日

但)

当番医

(内・小)長崎医院寿古町 宮(@8615

(産)おび産婦人科医院本町 宮⑪ 1103 

20日

(日)安産教室 市役所 9:30-11:00② 9:30まで

⑮母子健康手帳、ズボン

一般健康相談 市役所 13:00 -16: 00 

⑪⑮…4日幽と同じ

7日

(月)

21日i当番医

(祝・月II (内・胃)藤井内科医院 東本町 宮@ 38 7 8 

(産)後藤産婦人科医院西大村本町 宮@ 6015 8 B 

(火)

乳却児健康相談 市コミュニティセンター

③13:30-15:00 ⑮離乳食教室 13:30- 13 : 30 -15 : 00 成人の健康相談 竹松出張所

⑮⑪… 4日働 と同 じ

22日

(火)
9日

同
13: 00-16: 00 

25日

幽

中地区公民館

T歳6か月児健康診査

市コミュニティセンター

⑪⑮…18日幽 と同じ

妊婦教室(4)
23日

休)10日

(村

13: 00-16: 00 

3歳児健康診査 市コミ ュニティセンター

② 9:30-10:00、 13:00-13:30

⑪昭和59年9月生まれf59年3月-8月生まれで、

まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票

中地区公民館妊婦教室(2)

③13:00-13: 30 

当番医

(内・小)与那城医院 池田新町 宮@557 5 

(外・内)牧山医院宮小路 2丁目n(@7831

27日

(日)当番医

(内・小)寺 井院医吠島 1丁目 8② 3574 

(耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町宮@ 27 0 6 

13日

(日)

28日

(月)
③ 9: 30-11: 00 三浦出張所乳却児健康相談

乳却児健康相談 鈴田出張所③ 9:30-11 :00 

三種混合(3回目) 市役所・萱瀬出張所
14:00-15:00 

15日

(刈 略号の説明

⑪…対象③…受け付け

⑮…持ってくるもの ⑮…内容

当番医の診療時間 9: 00-18: 00 

妊婦教室侶) 中地区公民館 13: 00 -16: 00 

三種混合(3 回目) 西対þ~ュニティセンタ一、 三浦・鈴回出張所

16日

(水)

⑮
⑧
⑧
⑧
⑧
 

公
園
の
桜
の
つ
ぼ
み
が
、
大
分
膨

ら
み
、
ま
だ
か
ま
だ
か
と
言
っ

て
い

る
よ
、
つ
で
す
。

花
ま
つ
り
は
3
月
お
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
今
年
は
暖
冬
の
せ
い
か
、

幾
分
間
花
が
早
ま
り
そ
う
な
気
配
。

大
村
公
園
は
、
桜
に
始
ま
り
、
ツ

ツ
ジ
、
フ
ジ
、
花
菖
蒲
、
ア
ジ
サ
イ

と
続
き
ま
す
。

待
ち
ど
お
し
い
で
す
ね
。

14: 00 -15: 00 

市民相談コーナー (広報公聴課〉で、すべ、て無料で、行って

います。お気軽にご相談くだ、さい。

人権相談 (3日 10: 00~15 : 00) 
行政相 談 (10日 9: 30~12 : 00) 
法 律相談 (16日 10: 00~15 : 00) 
受通 事故相談 (22日 10: 00~15 : 00) 
年 金相談 (23日 10: 00~15 : 00) 
不動 産相談 (25日 13: 00~16 : 00) 
※受け付けは午前8時30分より行っています。

3
月
の
定
例
相
談
日

16 -1 9 日 ~24 日 海のランナー王決定戦)( 5 日 ~8 日、 1 2 日 ~16 日、※ 3月の大村ボート
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